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ワンチーム御成Fヨ

校長 佐藤 太

11月 (霜月)、 スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋、食欲の礼 lo月 を振り返ると消費税アップ 10%、

吉野彰氏ノーベル化学賞受賞、ラクビーWカ ップ日本チームベスト8、 甚大な被害となった台風 19号、天皇
のスロ位正殿の儀・・・いろいろなことがありました。

その中でもラクビーWカップの日本チームの活躍は心に残りました。フンチームというスローガンで、個性
の異なる選手 0スタッフを含めた全員で掴んだ日本チームの快進撃:選手たちは『目標に向かい一人一人が役

割をもち、チームで考えて練習を重ねてきたが、ワンチームなることは簡単ではなかつれ と話していました。

10月 の学校生活を振り返るとまさにワンチームで臨めたものが、少なくとも2つ以上あったと思います。
一つは、先週の「合唱コンクール・学習発表会」です。クラスが一つになつた合唱が体育館‐杯に広がりま

した。各クラス・発表団体が、結束・協力し、3年生クラスが最優秀賞に輝きましたが勝敗にかかわらず、ど

のクラスも自分たちの力を出し切り、多くの人に感動を与える素晴らしい発表でした. 50周年記念というこ

とで、全校生徒・ PTA・ 地域・教職員が全員で歌えた「Believe」 も楽しく嬉しい時間でした。あの日、緊張
しつつも全力で臨んだ豊かな時間こそが、各クラスや御成F電申学校の繋がり、絆、協力が深まったワンチーム

の瞬間に感じました。

もう二つは、新生徒会・新専門委員会の元で行われた生徒総会です。新生徒会役員・新委員長が活動方針を

伝え、質問に答える姿は、初々しくも大変堂々としていて立派でした。これまで学校生活をり
‐ドしてくれた

3年生からは後輩たちを温かく支え、バ トンを受け継ぐ2年生、 1年生からは御成間中学校を背負っていくと
いう思いが伝わってきました。誰力ヽ こ頼つて御成門中学校の学校生活を過ごすのではなく、その良さを受け継

ぎ、さらに工夫を加える一人一人の生徒たちが、御成門中学校というワンチームをつくり、代々つながつてき

たのです。他にも10月 は、 2年生区連合体育大会、音楽交換会、部活の新人戦などがありました。また、今

後も各クラスや各学年、学校全体、各団体が、さまざまに活動していくことになりますが、ぜひ、フンチ‐ム

の気持ちを大切に奮闘してください。

御成門中学校のワンチームという話でもう

一つ。 11月 9日 (Jは、開校 50周年記
念式典です。当日は、ワンチームで結東した

御成門中生の姿や生徒発表で臨んでください。

式典の練習や準備も始まります。生徒の皆

さんの力で記念式典の節日に更に素晴らしい

御成門中学校を作つてください。

式典の後には、期末考査や面談もあります

が、一日一日を充実させ、実り多い 11月 の

学校生活を送ってくださし■

※ 地域・保護者の皆様、 11月 9日 (土)の
式典・祝う会では、ご支援 0ご協力をいただき

置にご協力いただきましたこと、重ねて感謝申

美術部作成の「50周年記念・階段アート」

、誠にありがとうございます。また、体育館への校歌額の設

し上げます。式典当日にて、ご披露させていただきます。


